第２回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２０年１０月２４日

ＰM２時３０分～４時０５分　

場所：だんじり会館　会議室
主な内容

　今回の協議会では丘陵地区の整備の進め方をテーマとして今後やらなくてはならない作業を事務局より説明しました。その中で地権者の意向を確認することが必要になることやトリガー（引き金）となる事業の一つとして「道の駅」の可能性について委員の皆様に議論していただきました。
委員からは主な意見として、
· 今までのアンケートと違い、今回基本構想を踏まえ、内容が変わったという認識が無いままで確認しても意味が無い。変わった具体的な内容を示してからアンケートを取った方が良い。

· 基本構想ができ、機構協議会に変わったので参考意見程度のアンケートという内容で最初は取って、その後、具体的な内容を示してから事業のアンケートを取れば良い。

· 道の駅は単に観光客だけを目当てにするのではなくて、地域の方々が集まり、利用すべき施設であり、例えばホールや集会所等が併設され、終わった後、買い物や食事もできるような場所、いわゆる地域の方々の拠点であることが本来のあり方と思う。

· 道の駅の駐車場や広場は災害時の避難等の防災活動拠点として利用できるので、この地域のためになるだろう。

· 例えば道の駅のレストランから出る残飯を丘陵地区の農地で堆肥化し、その堆肥でできた農作物を道の駅で販売、レストランのメニューにするといった資源の循環ができる。このように資源やエネルギーをこの地域で賄うことができれば岸和田市のバイオマスタウン構想の一環としてこの地域を位置づけし、全国的にアピールできると思う。

· 道の駅を主体として進めるのなら失敗の事例等、調査を行っていかないと成功は難しい。

· 最初に大きな投資をしてしまうと、うまくいかなくなった時にリスクがあるので、例えば最初は産直所ならテントで、レストランも屋台のような施設で良いと思う。そして軌道に乗ればプレハブに拡大したり、さらには頑丈な建物に建替えるといった展開を今後考えて行きたい。

· 例えば丘陵地区で市民農園を展開するならまず、道の駅を起点として周辺へ歩いていくようにすれば相乗効果が生まれる。位置的には岸和田中央線の延伸と外環状線とが交差する付近の北東エリアが農業として適地の一つと思うので、しっかり位置づけし、根本的な計画を練っていく必要がある。
　　　等その他活発な意見がございました。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















